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要 約

ホッコクアカエビ日本海系群の漁獲量は、1982年の4,118トンをピークに減少傾向にあったものの、
1995 年以降は約 2,000~2,200 トン台で安定して推移している。また、本種の資源動向は、全漁獲量の
50~60％を占める沖合底びき網漁業の資源量指数の動向及び漁獲の多い石川県、新潟県の小型底びき
網漁業の CPUE から、とくに本州沿岸においてほぼ安定もしくは増加していると判断される。一方、
本州沿岸の資源状態が上向きであることから、大和堆への出漁が減少している。したがって、本州沿

岸の資源に対しては資源量指数値が一貫して増加傾向にある直 4 年間の最大漁獲量 （1,900 トン）
を、大和堆資源については本格的に操業が始まった 1980 年以降の最大漁獲量（500 トン）を漁獲し
ても増加傾向は維持されると判断し、ABClimit は 2,400 トンとした。ABCtarget は漁獲量を基礎とす
る資源判断の不確実性のため安全値0.9を乗じて算出した。
 

2007年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

本州沿岸C2003
ABClimit 24百トン

大和堆C1995

- -

ABCtarget 22百トン 0.9（本州沿岸C2003+大和堆C1995） - -

ABCは10トンの単位で四捨五入。

年 資源量 漁獲量(トン) F値 漁獲割合

2004 - 2,039 - -

2005 - 2,050 - -

   

水準： 位 動向：増加

１．まえがき

ホッコクアカエビ日本海系群は、沖合底びき網と小型底びき網、及びかご網（石川県、新潟県、

秋田県）によって漁獲される、日本海における最大のエビ資源であり、2005 年には 2,050 トンの漁獲
があった。本種は日 暫定水域における主要な漁獲対象 種である。



２．生態

(1) 分布・回遊
日本海のホッコクアカエビは 取県から北海道沿岸にかけての水深 200~950m の深海底に生息し

（図 1）、分布の中心は 200~550m にある（伊東 1976）。浮遊幼生期を終えて着底した稚エビは、成
に伴って400~600mの深みへ移動する。日本海では本州沿岸の中 海域が分布の中心で、石川県、

新潟県、福井県による水揚げが多い。

(2) 年齢・成
本種の推定寿命は日本海加賀沖で 6.5 歳（山田・内木 1976）、新潟沖で９歳（新潟県水 1987）
と報告されているが、卓 年級の成 を元に若齢期の成 の知見を加えて11歳と推定されている（福
井水 他 1989,1991）。
日本海における本種の平均的な成 は図２に示したとおりであるが、生息海域によって成 の違い

が見られる（福井水 他 1991）。

(3)成熟・産卵
日本海における本種の産卵期は２~４月で、盛期は３月である。抱卵期間は約 11 ケ月で、隔年産

卵を行う。本種は満５歳で性転換する（福井水 験他 1991）。雌としての成熟は６歳である。産卵を
終えた抱卵個体は次第に浅い方へ移動し、主に水深 200~300m で幼生の孵出を行う。孵出後はまた
深みへ移動し、交尾産卵・浅場への移動を繰り す。

(4)被捕 関係

本種は微小な甲殻 、貝 、多毛 およびデトライタス等を とする一方、マダラ、スケトウダラ

等の底 により捕 される（福井水 他 1989）。

３．漁業の状況

(1) 漁業の概要
日本海本州沿岸のホッコクアカエビ漁業は、1919 年の機船底びき網漁業の出現により本格的に始

まった。現在は、沖合底びき網漁業、小型底びき網漁業、かご網漁業によって漁獲が行われている。

漁場の中心は水深 500m にあって、とくに能登~若狭湾を中心とする日本海中 海域が最も多く、つ

いで、 岐堆、新 岐堆を含む山 沖、及び大和堆が主要な漁場となっている（図１を参照）。また

大和堆周辺海域（沖合区）においては、沖合底びき網漁業が本州沿岸で禁漁となる夏場を中心に、本

種を主な漁獲対象として３ヶ月程度操業される。

(2) 漁獲量の推移
漁獲量は 1982 年をピークに減少傾向にあったが、1995 年以降は 2,000~2,200 トン台で、ほぼ横ば

いで推移している（図 3、表 1）。県別では、沿岸に主要な漁場を持つ石川県の漁獲量が最も多く、新
潟、福井と続いている。一方、全漁獲量の 50~60％を占める沖合底びき網漁業では、海区別（図４）
に見ると能登半島周辺海域を中心とする中区および大和堆周辺海域を中心とする沖合区の漁獲量の割

合が く、沖合底びき網全体の約８割を占めている（図５、表２）。特に 1986 年頃から夏季（5~8
月）の大和堆への出漁が本格化し、沖合区の漁獲量は 1995 年には沖合底びき網の全漁獲量の約 40％



を占めるまでになったが、その後は減少傾向にあり、2005 は 17.6% で、本格的に大和堆への出漁が
始まって以来の低い数字となっている（表２）。

(3) 漁獲努力量
本種に対する漁獲努力は、沖合底びき網漁業の有効漁獲努力量＊１の推移を見ると、1980 年代から

1990 年代前半の 150,000 網前後の水準から、次第に減少し、ここ数年は、70,000 9̶0,000 網を横ばい
で推移している（図６）。

＊１月ごとの総漁獲量と有漁漁区（緯度経度10分升目）数の積を資源量指数*２で除した値。
＊２資源量指数：月ごと農林漁区ごとのCPUE（漁獲量(kg)／網数）の総和

４．資源の状態

(1) 資源評価の方法
能登半島以西の本州沿岸については、ズワイガニ資源量直接推定調査時の本種の漁獲結果に基づい

て漁獲効率を１として面積密度法によって資源量を 算した。しかし、この調査では本種の分布域全

体をカバーしていないため、資源の評価にあたっては、資源量の絶対値ではなくその経年変化の傾向

のみを用いることとした。加えて「全漁獲量の 50-60%を占める沖合底びき網漁業の資源量指数の動
向、府県別で漁獲量の最も多い石川県と次に多い新潟県の小型底びき網漁業におけるホッコクアカエ

ビ主漁場の CPUE の経年変化、さらにズワイガニ資源量直接推定調査で得られた本種のサイズ組成の
経年変化を、それぞれの漁業あるいは漁場における資源動向の指標として用いた。

(2) 資源量指標値の推移
沖合底びき網漁業の動向を見ると、漁獲量は 1986 年以降横ばいながら、資源量指数は 1990 年以

降概ね微増傾向にある。海域別では、北区では 1993 年以降急激に増加している一方、中区ではほぼ
横ばい、西区ではやや減少傾向にあり、全体に漁業の中心が北へ移動している傾向が認められるもの

の（図７、表３）、全体としては1980年以降の25年間で見ると い水準にある。

能登半島以西の本州沿岸については、5-6 月にズワイガニ資源量の直接推定を目的として実施して
いるトロール調査時の本種の漁獲結果をもとにホッコクアカエビの資源量を推定したところ（表４、

図８）、2003 年以降、資源量は 4,000 トン台で安定して推移している。沖合底びき網漁業の漁場区分
別に見ると、 岐北方でやや減少傾向が見られるが、その他の海域では横ばいもしくは増加傾向にあ

る。

また、石川県と新潟県のホッコクアカエビ主漁場（石川県は農林漁区番号30777、新潟県は30367）
における小型底びき網漁業の CPUE（kg/網）を過去４年間で比 したところ、新潟県では明瞭な増加

傾向が見られ、石川県では 2005 年の値は 2004 年に比べると若干下がるものの、2003–2004 年とほぼ
同水準であった（図９，１０）。

ズワイガニの資源量直接推定のためのトロール調査でホッコクアカエビが多獲される定点におけ

るサイズ組成を図１１および図１２に示した。沿岸の漁獲量と同様に、石川県加賀沖では分布密度が

く、西に行くほど密度が低くなっている。また、いずれの海域でも卓 年級と思われる群が見られ、

年々成 している様子が見られた。加賀沖の定点では 2006 年の現存量が減少したが、調査を実施し
た５-６月には抱卵雌も抱卵していない雌も水深 400-600m に多く出現するため（福井水 他 1989）、
調査を行った最深の 460m よりも深いところに分布の中心を移した可能性があり、今後の推移を見守
る必要がある。



(3) 資源の水準・動向
トロール調査による本州沿岸の資源量 算値がほぼ横ばいであること、大和堆の資源量推定（図１

３、表５）については 2004 年以降実施していないが、努力量が減少傾向にあることから、いずれの
海域においても資源の状態は良好に維持されていると考えられる。また本種の漁獲量は、過去最大

（1982 年）の漁獲量のほぼ半分程度で、過去最低だった 1991 年の水準からかなり回復した値で 1994
年以降は横ばいに推移している。沖合底びき網による本種の資源量指数は 1990 年以後増加傾向にあ
り、石川県、新潟県の小型底びき網漁業における CPUE も 2002 年から 2005 年にかけて横ばいあるい
は増加傾向にある。したがって、資源動向は全体として増加傾向にあると判断した。

水準としては、沖合底びき網漁業の資源量指数が、 年では漁獲量が過去最 であった 1981-1983
年頃に匹敵する いレベルまで回復しており、とりわけ本州沿岸の増加傾向が明瞭で、大和堆への依

存度が低下していることから、 水準にあると判断した。

５．資源管理の方策

資源動向の判断材料となる指標がいずれも増加あるいは横ばい傾向にあり、資源水準も 位に達し

ていると判断されることから、現在の漁獲努力量を増やしても資源水準は維持できるであろう。ただ

し、資源の悪化を ぐため、本州沿岸においては継続して増加傾向が認められる直 4 年間の最大漁
獲量、大和堆においては過去の最大漁獲量をそれぞれ上限として 定することが望ましい。

６． 2007年ABCの算定

(1) 資源評価のまとめ
本種の資源状態は 期的に見て増加傾向にあり資源状態は良好な状態を維持している。本州沿岸の

資源は増加傾向にあり、そのために大和堆資源はこれまで以上に漁獲圧が下がったため資源が多く取

り残されていると判断される。したがって、本州沿岸の資源に対しては資源量指数値が一貫して増加

傾向にある直 4 年間の最大漁獲量を、大和堆資源については本格的に操業が始まった 1980 年以降
の最大漁獲量に相当する量を漁獲しても資源の増加傾向は維持されると判断した。

(2)  ABCの算定
2007 年の ABClimit は、本種の資源動向が増加傾向にあることから、本州沿岸については本州沿岸
の資源量指数が一貫して増加傾向にある直 4年間の最大値である1,900トン、大和堆については1980
年以降の最大漁獲量である 500 トンが漁獲可能であると判断し、日本海系群全体としては 2,400 トン
とした。ABCtarget については、主として漁獲量データに基づく不確実性から、ABClimit にα=0.9 を
乗じて2,100トンとした。

ABClimit = C2003（本州沿岸）＋ C1995（大和堆）= 2,400トン
ABCtarget = ABClimit×0.9  = 2,200トン

2007年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

本州沿岸C2003
ABClimit 24百トン

大和堆 C1995

- -

ABCtarget 22百トン 0.9（本州沿岸C2003+大和堆C1995） - -

ABCは10トンの単位で四捨五入。



(3)ABCの再評価

評価対象年

（当初・再評価）

管理

基準

資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量

（トン）

2005年（当初） 1.0Cave-5yr — 21百トン 17百トン 2,050

2005年（2005年再評価） 1.0Cave-5yr — 21百トン 17百トン 2,050

2005年（2005年再評価） 1.0Cave-5yr — 21百トン 17百トン 2,050

2006年（当初） 1.0Cave-5yr — 24百トン 22百トン

2006年（2006年再評価） 1.0Cave-5yr — 24百トン 22百トン

７．ABC以外の管理方策の提

本種は沖合域での主要漁獲対象種であり、日 暫定水域での 国の漁獲量および努力量のデータの

収集が望まれる。
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取
3
8
9

4
2
2

6
0
3

6
2
8

5
1
1

4
0
5

4
1
9

2
8
6

2
7
2

2
0
6

1
8
8

1
5
5

1
9
7

1
7
9

1
4
6

8
0

8
9

8
1

9
4

9
5

6
7

6
6

4
8

7
9

5
8

3
9

3
2
8
4

3
7
2
6

4
1
1
8

3
6
1
3

3
1
9
8

2
2
7
1

1
9
8
6

1
7
1
7

1
9
4
5

1
8
1
2

1
6
5
9

1
4
0
4

1
7
2
8

1
6
8
1

1
9
7
8

2
1
0
0

2
1
8
5

2
0
3
9

2
2
2
5

2
2
4
3

2
2
9
8

2
0
1
7
1
9
6
4
2
1
8
0

2
0
3
9

2
0
5
0

表
2
日
本
海
に
お
け
る
大
海
区
別
漁
獲
量
（
ト
ン
）
と
沖
合
区
割
合
（
%
）

年
1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1
2
0
0
2
2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

北
区

2
6

4
8

3
2

5
5

4
9

2
6

1
0

1
8

4
1

9
8

5
5

4
1

6
1

3
0

4
1

4
6

6
4

7
2

7
6

8
1

9
8

8
4

9
0

1
5
7

1
3
8

1
2
1

中
区

7
8
1

1
1
6
7

1
2
0
1

1
2
2
5

1
0
7
4

6
1
6

4
3
1

3
3
1

4
3
9

4
4
0

3
3
1

2
9
1

3
8
5

3
9
1

4
3
9

5
1
8

5
6
7

4
5
7

5
3
9

4
8
0

5
7
1

5
5
9

4
4
1

3
8
7

4
8
6

6
5
0

西
区

5
8
7

6
5
7

9
0
0

8
9
6

6
9
7

5
9
0

5
4
3

3
8
9

3
4
9

2
8
3

2
9
9

2
8
6

3
5
3

3
6
9

2
4
6

2
0
2

1
8
1

1
8
0

2
3
2

2
0
9

1
7
2

1
5
7

1
4
2

2
2
1

1
4
8

1
3
3

沖
合
区

1
8
6

1
6
1

2
5
5

1
5
0

1
0
9

1
2
2

1
9
1

1
9
6

2
3
4

2
0
9

2
7
2

3
1
6

3
3
2

3
1
4

4
7
1

4
9
7

4
6
3

3
8
4

4
0
6

3
7
2

3
6
4

4
0
9

3
4
4

2
8
7

2
7
9

1
9
3

日
本
海

1
5
8
0

2
0
3
2

2
3
8
8

2
3
2
6

1
9
3
0

1
3
5
5

1
1
7
6

9
3
5

1
0
6
2

1
0
2
9

9
5
7

9
3
4

1
1
3
0

1
1
0
4

1
1
9
8

1
2
6
3

1
2
7
5

1
0
9
3

1
2
5
3

1
1
4
3

1
2
0
5

1
2
0
9
1
0
1
7
1
0
5
2

1
0
5
0

1
0
9
7

割
合

1
1
.8

7
.9

1
0
.7

6
.5

5
.6

9
.0

1
6
.3

2
1
.0

2
2
.0

2
0
.3

2
8
.4

3
3
.8

2
9
.3

2
8
.4

3
9
.3

3
9
.4

3
6
.3

3
5
.1

3
2
.4

3
2
.6

3
1
.3

3
3
.9

3
3
.9

2
7
.2

2
6
.6

1
7
.6

表
3
日
本
海
に
お
け
る
大
海
区
別
資
源
量
指
数
と
沖
合
区
割
合
（
%
）

年
1
9
8
0

1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
3

1
9
8
4

1
9
8
5

1
9
8
6

1
9
8
7

1
9
8
8

1
9
8
9

1
9
9
0

1
9
9
1

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1
2
0
0
2
2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

北
区

2
9
8

2
3
5

2
0
8

5
9
1

5
8
1

5
4
4

3
0
6

3
7
4

7
3
8

1
3
2
6

1
4
1
3

7
3
0

1
1
4
5

5
0
3

9
2
2

1
3
5
7

1
1
2
8

1
8
4
4

1
8
6
9

2
0
6
4

2
1
1
9

2
2
1
1
2
4
2
7
3
9
4
4

4
2
7
9

3
6
5
9

中
区

6
1
4
6

7
7
8
2

6
7
2
2

6
5
2
1

6
3
6
2

4
4
5
1

3
0
7
5

2
5
6
9

3
1
3
4

3
0
0
2

2
9
3
9

2
7
0
4

2
7
0
1

2
5
4
5

3
1
8
5

3
9
5
2

2
8
5
4

3
2
9
6

4
4
2
1

4
2
7
0

6
5
5
0

6
1
1
2
5
3
8
4
4
5
5
0

5
1
3
1

6
2
2
2

西
区

4
8
4
3
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0
0
1

6
4
8
6

6
4
8
2
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0
1
0

4
5
9
8

4
0
1
0

2
8
9
9

3
2
7
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3
9
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2
7
3
7

3
0
8
7

3
5
5
8

3
9
4
0

2
4
1
1

1
8
4
4

1
7
9
0

2
0
2
0

2
6
8
2

3
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6

3
4
7
6

2
8
7
9
2
1
8
5
2
3
9
3

2
2
0
0

2
1
5
6

沖
合
区

1
3
3
8

1
4
2
3

1
6
6
2

9
5
9

1
5
3
7

1
7
8
9

2
5
8
3

2
7
0
8

2
0
1
5

2
1
3
6

1
9
7
2

2
9
9
0

2
2
3
2

2
4
1
3

4
1
2
1

4
7
1
5

4
3
7
3

4
9
3
6

4
6
0
0

5
5
9
3

3
8
8
1

3
5
8
5
3
1
4
1
2
6
4
6

3
1
6
4

2
0
6
1

日
本
海

1
2
6
2
5
1
4
4
4
1
1
5
0
7
8
1
4
5
5
3
1
3
4
9
0
1
1
3
8
2

9
9
7
4

8
5
5
0

9
1
5
7

8
8
5
7

9
0
6
1

9
5
1
1

9
6
3
6

9
4
0
1
1
0
6
3
9
1
1
8
6
8
1
0
1
4
5
1
2
0
9
6
1
3
5
7
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1
5
1
5
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1
6
0
2
6
1
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8
7
1
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1
3
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1
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1
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7
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1
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割
合

1
0
.6

9
.9

1
1
.0

6
.6

1
1
.4

1
5
.7

2
5
.9

3
1
.7

2
2
.0

2
4
.1

2
1
.8

3
1
.4

2
3
.2

2
5
.7

3
8
.7

3
9
.7

4
3
.1

4
0
.8

3
3
.9

3
6
.9

2
4
.2

2
4
.2

2
3
.9

1
9
.6

2
1
.4

1
4
.6



表
4
本
州
沿
岸
に
お
け
る
ホ
ッ
コ
ク
ア
カ
エ
ビ
資
源
量
の
算
結
果
（
単
位
：
ト
ン
）

2
0
0
3
年
夏
季
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
直
接
推
定
査
に
よ
る
：
但
州
丸
）

2
0
0
4
年
夏
季
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
直
接
推
定
査
に
よ
る
：
但
州
丸
）

水
深
帯
／
海
域

能
登
沖

加
賀
沖

若
狭
沖

但
馬
沖

岐
周
辺

岐
北
方
浜
田
沖

水
深
帯
／
海
域

能
登
沖

加
賀
沖

若
狭
沖

但
馬
沖

岐
周
辺

岐
北
方
浜
田
沖

2
0
0
-3
0
0

0
.0

0
.2

8
.4

0
.0

0
.0

2
.1

0
.2

1
1
.0

2
0
0
-3
0
0

0
.0

0
.2

1
0
.4

0
.0

0
.0

1
.2

0
.2

1
2
.0

3
0
0
-4
0
0

0
.0

3
2
.7

8
6
.2

5
.8

2
3
.8
2
4
9
3
.6

1
.0
2
6
4
3
.2

3
0
0
-4
0
0

0
.1

0
.7

5
2
8
.2

0
.0

0
.1
1
5
3
6
.4

3
.6
2
0
6
9
.0

4
0
0
-5
0
0

2
7
9
.5

8
1
.5

3
8
9
.7

7
5
.3

2
8
.3

6
9
2
.3

2
2
8
.9
1
7
7
5
.5

4
0
0
-5
0
0

4
6
8
.5

3
3
2
.7

4
3
2
.4

1
4
9
.5

4
1
.6

6
5
1
.3

1
0
3
.5
2
1
7
9
.6

平
均

2
7
9
.5

1
1
4
.4

4
8
4
.3

8
1
.2

5
2
.2
3
1
8
8
.0

2
3
0
.1
4
4
2
9
.7

4
6
8
.6

3
3
3
.5

9
7
1
.0

1
4
9
.5

4
1
.8
2
1
8
8
.9

1
0
7
.3
4
2
6
0
.5

2
0
0
5
年
夏
季
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
直
接
推
定
査
に
よ
る
：
但
州
丸
）

2
0
0
6
年
夏
季
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
直
接
推
定
査
に
よ
る
：
但
州
丸
）

水
深
帯
／
海
域

能
登
沖

加
賀
沖

若
狭
沖

但
馬
沖

岐
周
辺

岐
北
方
浜
田
沖

水
深
帯
／
海
域

能
登
沖

加
賀
沖

若
狭
沖

但
馬
沖

岐
周
辺

岐
北
方
浜
田
沖

2
0
0
-3
0
0

0
.0

0
.1

0
.8

0
.0

0
.0

6
6
.7

0
.3

6
7
.8

2
0
0
-3
0
0

0
.0

0
.1

1
6
7
.0

0
.0

0
.0

3
3
.0

0
.2

2
0
0
.3

3
0
0
-4
0
0

0
.2

6
.0

8
6
3
.8

0
.0

0
.1
1
1
6
2
.6

0
.1
2
0
3
2
.9

3
0
0
-4
0
0

0
.6

1
1
.6

4
0
5
.4

0
.5

2
.4
1
3
4
5
.3

7
.3
1
7
7
3
.0

4
0
0
-5
0
0

3
4
0
.8

8
3
3
.5

2
6
8
.3

2
6
2
.3

1
5
5
.2

6
6
3
.8

1
0
9
.4
2
6
3
3
.3

4
0
0
-5
0
0

2
9
5
.9

4
9
3
.7

5
6
1
.8

3
5
2
.3

1
5
2
.8

6
0
0
.8

1
7
4
.9
2
6
3
2
.1

3
4
1
.0

8
3
9
.6
1
1
3
2
.9

2
6
2
.3

1
5
5
.3
1
8
9
3
.1

1
0
9
.8
4
7
3
3
.9

2
9
6
.5

5
0
5
.3
1
1
3
4
.2

3
5
2
.7

1
5
5
.2
1
9
7
9
.1

1
8
2
.4
4
6
0
5
.4

表
5
大
和
堆
（
夏
季
）
に
お
け
る
資
源
量
と
漁
獲
量
の
経
年
変
化

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

資
源
量
（
ト
ン
）

4
0
2
5

3
5
9
5

3
2
4
8

3
3
2
8

3
6
5
6

5
3
3
7

3
3
6
2

3
1
4
2

漁
獲
量
（
ト
ン
）

4
6
3
.2

3
8
4
.0

4
0
5
.9

3
7
2
.4

3
6
3
.9

4
0
9
.4

3
4
4
.4

2
8
6
.6

2
7
9
.3

1
9
2
.8

漁
獲
率
(%
)

1
1
.5
1
1
0
.6
8
1
2
.5
0
1
1
.1
9

9
.9
5

7
.6
7
1
0
.2
4

9
.1
2


